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表 1 - 1 　IDE-GSM の拡張と改良
年度 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
国・地域数 10 13 13 13 16 18 18 18
地域数 361 361 956 1,654 1,715 1,790 1,848 1,858
都市（ノード）数 545 545 1,676 3,123 4,226 5,616 5,756 5,801
ルート数 690 692 2,691 4,937 7,044 10,792 10,278 10,859
輸送モード数 道 道 道海空 道海空鉄 道海空鉄 道海空鉄 道海空鉄 道海空鉄
産業部門数 3 7 7 7 7 7 7 7
中間財投入 No Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes
NTB No No No Yes Yes Yes Yes Yes
アジア以外の世界
（ROW）
No No No EU/USA EU/USA 63カ国 63カ国 63カ国
関税率データ No No No No Yes Yes Yes Yes
災害 /SEZ No No No No Yes Yes Yes Yes
物流量予測 No No No No No Yes Yes Yes
衛星画像利用 No No No No No ミャンマーミャンマーミャンマー
GPGPU No No No No No No Yes Yes









































　IDE-GSM は第 1 の系統に属するが，先行する研究と比較して，いくつか






必要があった。Roberts et al.（2012）が中国 1 国を扱っているように，国レ
ベルのモデルは散見されるが東アジア全体をカバーしたモデルは皆無である。

















造業）に分割され，サービス業を加えた ₃ 産業 ₇ 部門のモデルとなって現在
に至るが，空間経済学の標準的なモデルの特徴は現在も継承されている。
　シミュレーション分析に必要な経済地理データとして，IDE-GSM ではア






別域内総生産（Gross Regional Product: GRP）からなっている。これを前述の



































図 1 - 1 　IDE-GSM の基本構造
10
ータに統合し，さらに緯度経度情報などを付け加えて IDE-GSM 内で使用し























































































1 - ₂ ）。
　一般的な費用便益分析では，建設時の費用，供用後の維持費といった費用





























➢　 金銭費用の節約 ➢　 金銭費用の節約
➢　 輸送時間の節約 ➢　 輸送時間の節約
➢　 交通事故減 ➢　 交通事故減
➢　 燃料消費減 ➢　 燃料消費減




（注）　      は IDE-GSM で考慮される要素。
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al-purpose computing on graphics processing units）などの手法を積極的に用いて
?? A





















































　GTAP（Global Trade Analysis Project）モデルなどの他の応用一般均衡モデル
と比較した場合の IDE-GSM のメリットは，１国より小さい地理区分での分
析が可能，2国境円滑化や道路改善など，交通インフラ改善効果の試算が容





















第 ₄ 節　IDE-GSM の公開状況
　ここで，IDE-GSM の2015年 ₄ 月現在の公開状況と利用可能性について明
示しておきたい。現時点では，IDE-GSM は誰でも実行可能なかたちで配布
されていない。その理由は次の二つである。






















いて概観した。第 ₂ 章では，IDE-GSM の理論的な背景である空間経済学に
ついて概観するとともに，IDE-GSM のモデルについて詳細に説明している。
第 ₃ 章では，IDE-GSM 内で用いられている各種パラメータについて説明し
ている。とくに，輸送費に関連するパラメータの推計方法について詳しく解
説している。また，パラメータの変化がシミュレーション結果に与える影響
についても述べられている。第 ₄ 章では，IDE-GSM を実行するために必要
な，経済地理データ，ルート・データ，関税・非関税障壁データについて解
説している。第 ₅ 章では，IDE-GSM を用いた分析例を紹介している。メコ
ン地域の経済回廊やタイ洪水の事例をはじめ，東アジア地域包括的経済連携





















１ 　IDE-GSM の改良と拡張の詳細は第 ₆ 章第 1 節を参照。
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